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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第80期
第１四半期
連結累計期間

第81期
第１四半期
連結累計期間

第80期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 23,301 22,814 92,289

経常利益 (百万円) 802 683 2,263

四半期(当期)純利益 (百万円) 451 354 772

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 361 454 1,097

純資産額 (百万円) 12,474 13,574 13,210

総資産額 (百万円) 79,408 80,225 80,071

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 18.56 14.58 31.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 14.79 15.93 15.51

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の大胆な金融緩和に対する期

待などを受けて、株価やマインド面が先行して改善しました。しかしながら輸出や個人消費は緩やかな回復

にとどまったほか、為替の円安基調は輸入価格の上昇を招来するなど、実体経済の好転は限定的なものとな

りました。

物流業界におきましても、景気の浮揚感を貨物輸送量の増大により実感するには至らず、円安による燃料

価格の高止まりなどコスト増加要因が企業収益を圧迫し、慢性的な乗務員不足が続くなど、厳しい事業環境

で推移しました。

当社グループでは、このような状況に対し、新中期経営計画の２年目として、より利益の確保を意識した

施策を展開しました。

営業面におきましては、適正な重量による貨物の受託や採算が合わない契約内容の見直しといった、適正

な運賃収受のための取り組みを強化しました。また、グループ内で重複する集配エリアの解消を引き続き進

めるとともに、これまで各社ごとに開発してきた業務・輸送システムを一本化し、グループ内での共通運用

を図るため、新たに名鉄トラックグループ各社の合同プロジェクトとして情報システム開発室を立ち上げ

ました。

以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は、前年同期比2.1％減の22,814

百万円となりました。一方で、人件費や委託料などは減少したものの売上高の減少をカバーするに至らず、

営業利益は前年同期比11.0％減の668百万円となり、経常利益は前年同期比14.8％減の683百万円、四半期純

利益は前年同期比21.5％減の354百万円となりました。

　
当第１四半期連結累計期間のセグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（貨物自動車運送事業）

貨物自動車運送事業では、日用品や食料工業品などの消費関連貨物において、緩やかながらも回復の動き

が見えたものの、期半ばには足踏み状態となりました。この結果、売上高は前年同期比0.2％増の20,267百万

円にとどまり、売上総利益は前年同期比10.6％減の1,377百万円となりました。
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（航空利用運送事業）

航空利用運送事業では、国内航空貨物の取扱量の減少や、主要顧客である音楽関係の売上不振が大きく、

売上高は前年同期比7.3％減の1,901百万円となりましたが、一方で店所の統廃合などによる費用削減効果

もあり、売上総利益は前年同期比40.4%増の94百万円となりました。

（流通事業）

流通事業では、主要顧客である飲料、日用雑貨メーカーやコンビニ関連の取扱量は堅調に推移しました

が、一部子会社の流通加工事業からの撤退や、メーカーの生産調整による請負業務の減少が影響し、売上高

は前年同期比24.0％減の1,072百万円、売上総利益は前年同期比10.1％減の139百万円となりました。

（その他）

その他の事業では、新規の賃貸開始などにより、売上高は前年同期比17.8％増の36百万円となり、売上総

利益は前年同期比22.5％増の28百万円となりました。

　
（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の資産合計は、前連結会計年度に比べて153百万円増加して80,225百万円とな

りました。繰延税金資産が270百万円増加したことなどにより、流動資産は272百万円増加して15,664百万円

となりました。また、減価償却などにより有形固定資産が173百万円減少したことなどにより、固定資産は

118百万円減少して64,560百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度に比べて210百万円減少して66,651百万円となりました。流動負債は2,373百

万円減少して38,152百万円となり、固定負債は2,162百万円増加して28,498百万円となりました。

リース債務を含む有利子負債は、前連結会計年度に比べて1,284百万円減少して39,648百万円となりまし

た。

純資産合計は、前連結会計年度に比べて364百万円増加して13,574百万円となりました。これは主として

利益剰余金が269百万円増加したことによるものであります。

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,200,000

計 79,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,402,99124,402,991
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 24,402,99124,402,991― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

     該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

     該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

     該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 24,402 ― 2,065 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

　

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　　 106,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　24,147,000 24,147 ―

単元未満株式 普通株式　　 149,991 ― ―

発行済株式総数 24,402,991― ―

総株主の議決権 ― 24,147 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式275株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
名鉄運輸株式会社

名古屋市東区葵二丁目12
番８号

106,000 ― 106,000 0.43

計 ― 106,000 ― 106,000 0.43

　

２ 【役員の状況】

　

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 553 585

受取手形及び営業未収入金 ※1, ※2
 13,358

※1, ※2
 13,123

有価証券 2 2

貯蔵品 187 183

繰延税金資産 388 659

その他 939 1,147

貸倒引当金 △37 △35

流動資産合計 15,392 15,664

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 35,631 34,958

減価償却累計額 △23,927 △23,440

建物及び構築物（純額） 11,703 11,517

機械装置及び運搬具 25,539 24,869

減価償却累計額 △18,123 △17,417

機械装置及び運搬具（純額） 7,415 7,451

土地 38,239 38,241

リース資産 1,183 1,193

減価償却累計額 △831 △858

リース資産（純額） 351 334

その他 1,388 1,347

減価償却累計額 △1,020 △990

その他（純額） 367 357

有形固定資産合計 58,077 57,903

無形固定資産

リース資産 119 89

その他 518 578

無形固定資産合計 637 668

投資その他の資産

投資有価証券 2,403 2,539

長期貸付金 78 77

繰延税金資産 1,112 1,088

その他 2,462 2,369

貸倒引当金 △92 △86

投資その他の資産合計 5,964 5,989

固定資産合計 64,679 64,560

資産合計 80,071 80,225
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 ※2
 9,088

※2
 9,115

短期借入金 19,968 16,420

1年内返済予定の長期借入金 5,597 5,891

リース債務 189 146

未払法人税等 260 658

賞与引当金 234 33

その他 5,186 5,885

流動負債合計 40,525 38,152

固定負債

長期借入金 14,799 16,829

リース債務 217 207

繰延税金負債 314 313

退職給付引当金 7,474 7,647

役員退職慰労引当金 153 126

資産除去債務 595 597

再評価に係る繰延税金負債 2,366 2,366

その他 414 408

固定負債合計 26,336 28,498

負債合計 66,861 66,651

純資産の部

株主資本

資本金 2,065 2,065

資本剰余金 1,534 1,534

利益剰余金 6,703 6,972

自己株式 △20 △20

株主資本合計 10,283 10,552

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 424 513

土地再評価差額金 1,711 1,711

その他の包括利益累計額合計 2,135 2,224

少数株主持分 791 797

純資産合計 13,210 13,574

負債純資産合計 80,071 80,225
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 23,301 22,814

売上原価 21,542 21,202

売上総利益 1,759 1,612

販売費及び一般管理費

人件費 535 505

施設使用料 151 145

その他 322 292

販売費及び一般管理費合計 1,009 944

営業利益 750 668

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 39 43

持分法による投資利益 2 3

受取手数料 16 16

補助金収入 50 3

貸倒引当金戻入額 1 －

その他 31 20

営業外収益合計 142 88

営業外費用

支払利息 87 69

その他 3 2

営業外費用合計 90 72

経常利益 802 683

特別利益

固定資産売却益 37 72

負ののれん発生益 26 －

その他 7 0

特別利益合計 71 72

特別損失

固定資産処分損 2 7

減損損失 6 0

投資有価証券評価損 7 1

その他 1 0

特別損失合計 18 10

税金等調整前四半期純利益 856 746

法人税、住民税及び事業税 665 670

法人税等調整額 △278 △289

法人税等合計 386 380

少数株主損益調整前四半期純利益 469 365

少数株主利益 18 11

四半期純利益 451 354
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 469 365

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △108 89

その他の包括利益合計 △108 89

四半期包括利益 361 454

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 345 443

少数株主に係る四半期包括利益 15 11
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高及び受取手形譲渡高

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形割引高 358百万円 273百万円

受取手形裏書譲渡高 15　〃 11　〃

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結

会計期間末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 80百万円 97百万円

支払手形 112　〃 84　〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 780百万円 778百万円

のれんの償却額 0　〃 0　〃
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 60 2.50平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 85 3.50平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 　 報告セグメント

その他
(注) 1

合計
調整額
(注) 2

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注) 3

　 　
貨物
自動車
運送事業

航空利用
運送事業

流通事業 計

  売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 19,8612,0071,40223,270 31 23,301 ― 23,301

　
セグメント間の内部
売上高又は振替高

371 44 9 424 ― 424 △424 ―

計 20,2322,0511,41123,695 31 23,726△424 23,301

  セグメント利益 1,540 67 155 1,763 22 1,786 △26 1,759

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおりま

す。

２  セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

　

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

　

(重要な負ののれんの発生益)

貨物自動車運送事業セグメントにおいて、連結子会社である四国名鉄運輸㈱の株式を当社が追加取

得した際に負ののれんが発生しました。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては26百万円

であります。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 　 報告セグメント

その他
(注) 1

合計
調整額
(注) 2

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注) 3

　 　
貨物
自動車
運送事業

航空利用
運送事業

流通事業 計

  売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 19,8521,8621,06422,778 36 22,814 ― 22,814

　
セグメント間の内部
売上高又は振替高

415 39 8 463 ― 463 △463 ―

計 20,2671,9011,07223,241 36 23,278△463 22,814

  セグメント利益 1,377 94 139 1,610 28 1,639 △26 1,612

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおりま

す。

２  セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

　

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

　

(重要な負ののれんの発生益)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

    １株当たり四半期純利益 18円56銭 14円58銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(百万円) 451 354

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(百万円) 451 354

    普通株式の期中平均株式数(千株) 24,299 24,296

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月７日

名鉄運輸株式会社

取締役会  御中

　
有限責任 あずさ監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士      井  上    嗣  平      印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士      鈴  木      實        印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名鉄
運輸株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年
６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名鉄運輸株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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